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windowsのペイントで部首を作るところまではよかったのですが、テキストとの配置がうまくとれません。上のような感じになってずれてしまいます。余白をできるだけそぎとったファイルを作っておけばあるていど解決するだろうと思うのですが、そのほかに細かい移動や配置ができるようにする方法はあるでしょうか。
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Fråga din klasskamrat var följande saker är och rita sedan in dem på bilden.

1、 boll　２、kaffe　３、
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Fråga din klasskamrat var följande saker är och rita sedan in dem på bilden.

１、Genkiboken　２、penna　３、
まだ途中ですが、「Aはどこにありますか？」「AはBの上、下、中　にあります」というやりとりをしながら自分の絵に欠けているものの位置をかきこむタスクです。地図で「AはBの前、となり、ちかく　にあります」の同様の練習も作りましたが大学のコンピューターで作成して忘れてきてしまったので来週お送りします。

質問です。ペイントで電話の受話器の変形をしようとしましたがうまくできませんでした。角度がずれてヘンなところに来てしまいます。

次もインフォメーションギャップのタスクでは「ている」「てある」の練習に使えるかもしれないと思って作り始めました。
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A:テレビは　ついていますか。

B:はい。ついています。/いいえ、ついていません。
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おたがいの絵について「ている」「てある」を使って質問させ、自分の絵と違っている個所をたくさんみつける。

（はってある、おいてある（ちょっといいにくいかもしれません）、入っている、開いている、閉まっている、ついている、きえている　など）
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A:すみません、ゆうびんきょくはどこですか？

B:あそこに　びょういんがありますね？

A:はい。

B:ゆうびんきょくは　あのびょういんのとなりです。

A:そうですか。ありがとうございます。

全部素材サイトからもらってきた建物です…信号もあったので道案内（二つ目の信号・角を右・左に曲がって…）のタスクを作る時にぜひ利用しようと思います。
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